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ヒトにおける強化スケジュールの研究

一FＩスケジュールに関する予備報告一

APilotStudyonHumanFixed-IntervalPerformance

望月昭
AA3imrMilc"/Ｚ"ﾉﾔﾉ

樋口義治
Ｙ０ｓｶﾞﾉb(Z7WHHgWcﾉｹﾉ

山口耕一
Ｋi,ｊｃﾉｹﾉYtz"mrgWcﾉｹﾉ

佐藤方哉
MZzs〔ZｙａＳａｍ

Threemaleandthreefemalestudents,pressesonaleverwerereinforcedbylightonset

forthreesecondsunderfixed-intervalschedule・Ｉｎｔｈｅｐｒｅｓｅｎｃｅｏｆｔｈｅｌｉｇｈｔｅｖｅｒｙ

ｐｅdalpressbythehandproducedapointonadigitalcounter・Subjectswereinstructedto

begivenaprizeaccordingtotheirpoints、ＴｅnsessionswererunforaUsubjects,each

sessionscontinuedaboutonehour・ＦＩｖａｌｕｅｓｖａｒｉｅｄｆｒｏｍｌ５ｓｅｃｏｎｄｓｔｏl20seconds、

Theresultswereasfollows．

（１）Allthreemalesubjectsshowedconstanthigh-raterespondingregardlｅｓｓｔｏＦＩｖａｌｕｅ．

(2)Allthreefemalesubjectseventuallyshowedbreak-and-runrespondingundereachFI
value．

(3)Inpost-sessionquestionnaire,allfemalesubjectsreportedthattheirresponseshadbeen

reinforcedunderinterval-basedschedule，ａｎｄｔｗｏｏｆｔｈｅｍｓｈｏｗｅｄｓｃａｌｌｏｐｏｒｂｒｅak-and-run

patteninthecorrespondingsession・Twomalesubjectsnevermentionedaboutthecon‐

tingencies，andtheothermalesubjectreferedtoFIschedule,buthisconstanthighrate

respondinghadneverchanged．

行動研究における我々の目的は，駁終的には，ヒトの

日常生活における行動の解明にあり，それは，さまざま

な行動を制御しているすべての独立変数を，実験的およ

び理論的分析を通じて同定することによりなされよう。

このような分析のための方法論および概念的枠組とし

て，実験的行動分析（theexperimentalanalysisof

behavior）はきわめて有力なものであり，また，そこで

今日まで蓄績されてきたハト・ネズミ・サル等のヒト以

外の動物の行動に関する多くの経験的譜事実も実に貴重

ではあるが，それらをそのままヒトに外挿することはで

きない。当然のことながら，ヒトの行動の解明には，ま

ずヒトの行動自体を分析の対象とすることから始めなけ

ればならない。

個体のオペラント行動を規定している軍要な独立変数

の一つに強化スケジュールがある。主にハトのキイつつ

きオペラントによる膨大な研究（FersterandSkinner，

1957）によって，固定時隔（F1)，変動時隔（VI)，固定

比率（FR)，変動比率（VR）などの強化スケジュール

が，それぞれ累積記録上に一定の反応パターンを生むこ

とが明らかにされた。そして，従来，動因・欲求・情動

・期待・黙考・洞察などといった種々の仮説的な変数で

説明されてきた行動的事実の多くは，実は強化スケジュ

ールにより制御されていることが次第に明らかにされて

きた（Reynolds，1975)。

ところで，動物における強化スケジュールの研究の目

党しい発展とは対照的に，ヒトにおける強化スケジュー

ルの研究は現在までのところ散発的になされているのみ

で，体系的な知見をうるまでには至っていない。

我々は，ヒトの行動の解明には，強化スケジュールの

実験的研究が必要であると考え，1978年よりこれに着手

した。本論文では，基本スケジュールの一つである固定

時隔スケジュール（F1）に関する，これまで得られた緒
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TableｌヒトにおけるＦ１

著者｜被験者 方 法 結 果

Holland(1958)|糠軍下士官５名 ＶＴ法，ｓｃｈ：FI65M、ＦＩ１２０"，
Ｆ１１８０．．Ｆ２２４０''・各スケジュ
ール８セプションずつ。

スキャロヅプ

Azrin（1958）｜兵士80名 ＶＴ法。ｓｃｈ：ＦＩ１８Ｕ スキャロップ。ただし，オペラソダムが軽い
と一定の高い反応率を保つ。

Longenz/、
（1958）

4～８歳児
200名

Ｒ：キイ押し。rft：トークンまた
はコインｃＳｃｈ：ＦＩ３０〃．Ｆ１６０''，
ＦＩ９０''，ＦＩｌ２０''，ＦＩ１８０''・

ＶＴ法。Ｓｃｈ：Ｆｌ６０Ｍ（ＦＲ４)，
ＦＩ６０'’（ＦＲ８)，ＦＩ３０Ｍ（ＦＲ４)．

スキャロヅプおよびプレイクーアソドーランも
認められるが一時的で不安定。

Latiesand

Weiss(1960）
男子医学生７
名，人妻１名

スキャロップ。リセットポタンに反応しても
針がリセットされないとリセヅトポタンに反
応してすぐに観察反応が生じる。針のリセッ
トに伴ない音がするとリセットポタン反応後
の観察反応は生じにくい。

Orlandand

Bijou（1960）
9～２１歳の遅
滞者４６名
（ＩＱ２３～64）

Ｒ：レバー押し。rft：キャンデー
ｓｃｈ：ＦＩ３０''，ＦＩ６０''，ＦＩｌ２０''･
各スケジュール最低セッション。

スキヅロップを一貫して示す者もあるが，一
定の低い反応率を保つ者や，反応率が不安定
な者もあり，個体差が大きい。

Bullock（1960） 正常者４名，
分裂症患者２
名。

Ｒ：レバー押し，rft：点数（１点
14)，ｓｃｈ：ｍｕｌｔＦＲ２０Ｖｌｌ５川
ＦＩ６ＵＥＸＴ．

正常者のＦＲ,ＶＬＥＸＴでの反応は，ハト
の同じスケジュールにおける，それらでの反
応と似ているが，Ｆ１では低い反応率のブレ
イクーアンドーランである，（分裂症患者の１
名は全体に反応率は低いが，正常者に近く，
他の１名はＦＲ，ＶＬＥＸＴのすべてにおい
て反応率が高い｡）

ＶＴ法。rft：リセット反応に100
点。ｓｃｈ：Ｆｌ６０'，ＥＶ：コスト
条件（１観察反応につき点減点と
コストなし条件，１セッションの
承。

W…(1962)|鰍|歳脇子
コスト条件のとぎの象スキャロップ。コスト
なし条件では一定のiiljい反応率を保つ。

)０

条
1６

liEUlkif塵ｨJii釆趨の乃

応休止のあるプレ
るが，課題同時遂
応率を示すあの力
聞の短縮にわたそ
夜:イレヵ《諏冷Ｆ､＋１Ｚ

匙
６

Ｊ
Ｅ
１

|ノドでは，一定のi畳

強化後の反応の休
床ぺ没一・／、行｢医

ほぼ一定の反応率を保つが，ＦＲ４０のヒスト
リーをもつ者は，高率で，ＤＲＬ２０川のヒス
トリーをもつ者は低率。

Ｒ：キイ押し。rft：点数。ｓｃｈ：
ＦＩ１Ｕ。ＥＶ：ヒストリー(ＦＲ４０
またはＤＲＬ２０Ｍ)。ヒストリー１０
セッション。ＦＩ１０'’２セッショ
ン。

Weiner（1964） 27～58歳神経
科看護補助負
６名

(獺増）
Ｒ：キイ押し。rft：点数（１強化
100点)。ｓｃｈ：ＦｌｌＯＭ１反応１点
コスト。ＥＶ：ヒストリー(ＦＲ４ｑ
ＦＩｌＯＭまたはＤＲＬ２０')。ヒス
トリー10セッション，コストつき
ＦＩ１０'’１０セッション。

Ｒ：ボタン押し。rft：点数。ｓｃｈ：
ＦＩ２０'ｏＥＶ：インストラクショ
ン（時隔スケジュールだと教示，
比率スケジュールだと教示，また
は教示なし)。５０強化のみ。

ＦＲ４０のヒストリーをもつ者の象，不必要な
反応が除去できない。

成人６名。Weiner（1965）

実験後の言語化において，時隔スケジュール
だと教示された13名のすべて，比率スケジュ
ールだと教示された３名のうち１名，何も教
示されなかった10名のうち７名がＦ１スケジ
ュールであると述べ，他はＶＲスケジュール
であると述べた。Ｆ’であると言語化した者
は1名を除きスキャロヅプを示し，ＶＲであ
ると言語化した者はすべて一定の高い反応率
を保った。

女子大学生
１６名

Lippmanand
Meyer（1967）

(Ｒ：オペラソト，rft：強化，ｓｃｈ：スケジュール，ＥＶ：実験変数，ＶＴ法：ヴィジランス課題法）
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スケジュールの実験一覧

Leandererα/、

（1978）
Ｒ：ボタン押し。rft：点数。ｓｃｈ：
ＦＩ２０''、ＦＩ４０''，Ｆ１６０，′または
Ｆｌ８０'。５０強化のj;L。

実験後の言語化において，比率スケジュール
であるとした者は一定の高い反応率を示し
時隔スケジュールであるとしたものは低い反
応率を示した。初期の反応率の高い者は前者
低い者は後者となる傾向が認められた。

女子大学生
８０名

Weiner（1962,］964,1965）の結果を再確認。Weiner（1969） 18～50歳の男
女神経科看護
補助貝。

Ｒ：キイ押し。rft：点数。

Ｒ：パネル押し。rft：点数（ｌ強
化１点，１点ｌC)。ｓｃｈ：，､"/ＦＩ
１０’ＦＩ９ＵＦｌ２７０１’ＥＸＴｏ
ＥＶ：スケジュールを教える（I）
か教えない(ＮＬ)か，点数を見せ
る（F)か見せない(ＮＦ)か。コス
ト（１反応１点，１点0.1C)があ
る（C）かない（ＮＣ）か。

Nl-NF群，ＮＩ－Ｆ群，Ｉ－ＮＦ群，Ｉ－Ｆ群の
順で，各スケジュールに応じた適切な反応パ
ターンを示すことができる。
NI-F-NC条件とNI-F-C条件では，後者
でより適切な反応パターンを示す。

Ｂａｒｏｎｅｊ〃．

（1969）
女子大学生

１８名

Weiner（1970） Ｒ：キイ押し。rft：点数（１強化
100点)。ｓｃｈ：ＦＩ１０'’１反応１
点コストｃＥＶ：ヒストリー。

以前にＤＲＬ２０ｎ，のヒストリーがあれば，直
前のヒストリーがＦＲ４０であってもＦＩ１０〃
コストで適切な反応パターンを示すなど，
Weiner（1965）に新しい知見を加えた。

､成人

鱗’
Ｒ：パネル押し。rft：点数（１強
化１点，1位)。ｓｃｈ：ＣｏｎｃＦｌ６Ⅲ
ＤＲＬ２０''，ＣｏｎｃＦｌ６０'’ＦＲｌＯＯ。

Ｆ１での反応率は，ＣｏｎｃＦＩ６０'’ＤＲＬ２０''で
は一定の高率で，ＣｏｎｃＦＩ１６ＵＦＲ１００で
は低率でスキャロヅプを示す。

Poppen（1972）

Ｒ：キイ押し（ERC条件ではボタ
ン押し)。rft：ノハl数（’'１１１１００点）
ロスの回避。ｓｃｈ：ｔＪ９'’ｔＤ１'’
(ノーで表示)。ＥＶ：刺激付力Ⅱ（D期
に＃'１激筆示）（ＡＳ)。コスト（ｌ反
応１点コスト）（RC)。反応努力
(７１Ｎを要する（ERC)。

Ｍａｔｔｈｅｗｓａｎｄ

ＳＩ１ｉｌｎｏＩｒ

（1974）

tJ9川ｔＤｌ'’ては一定の高い反応率を保つ，
ＡＳ１１１ＦはＡＳ条件により変化なし。ＲＣ群は
ＲＣ条件により反応率が低まるが，点数ロス
の回避にしばしば失敗する。ＡＳ＋ＲＣ群は，
ＡＳにＲＣを加えた条件で適切に反応す
る。ＥＲＣ条件はＲＣ条件と同様の効果を示
す。

女子大学生
ｌ５ｆｌ

;繍欄瀞蕊|……
Gonzalezand

Waller

（1979）

大学生男女行
１名

Ｒ：キイ押し。rft：赤ランプ２川
点灯，この間のボタン押しＦＲｌ
でｌ強化１点，０．１，．ｓｃｈ：ＦＩ
６０'。

Ｒ：パネル押し。rft：点数。ｓｃｈ：
ＤＲＬ１０'’ＬＨ0,67''，ＤＲＬ４５'’
ＬＨ３'１，ＤＲＬ９０'’ＬＨ６'１，ＤＲＬ
１８０１’ＬＩＩ１２''、ＤＲＬ３６０'’ＬＨ

２４ＭｏＥＶ：観察反応としてのパ
ネル押しによる被強化可能時か否
かに対応し$た刺激の瞬時呈示
(BC）とディジタル時計の瞬時呈
示（DC)。

Ｍａｔｔｈｅｗｓｅｔ

α/・（1977）
大学41210名 スキャロップまたはプレイクーアソドーラン。

Ｌｏｗｅ 大学生８名
(男女各４箱）

“α/，

（1978）
観察反応の反応パターンは．ＢＣ条件の群で
はプレイクーアンドーラン，ＤＣ条件の群では
スキャロップ・
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果について報告する。

従来，Ｆ１スケジュール下の反応パターンに関し，

Skinner（1938）の実験以来，ヒト以外の種では，一貫し

て，強化間で時間の経過に伴い反応率が正の加速を示す

スキャロヅプ，もしくは場合によって，ＦＲスケジュー

ル下で典型的にあらわれる強化後に一定時間反応休止が

あり，その後，次の強化まで一定の反応率を示すブレイ

クーアンドーランが生じること（CummingsandSchoen、

feld,1958）が知られている。

これに対しヒトを被験者として用いた場合は，従来の

動物実験に擬した手続きを用いる限り，子供の場合は別

として（Long,〆α/､,1958)，一定反応率のパターンしか

示さず，ヴィジランス課題あるいは反応コストといった

特殊な操作，手続きを加えないと，スキャロップあるい

はプレイクーアンドーランが生じないことが，これまでの

研究で明らかにされている。

Ｔａｂｌｅｌに，これまでに，ヒトを用いて行われたスケ

ジュールの実験の，方法・結果の要点をまとめた。

（表１１ｺのヴイジランス課題法は，Fig.１に装置の概要

を示したが，レスポンスボタン'′に対しての個々の反

応は，極めて短時間ランプを点灯させメーターの針を

観察可能にする。そして一定時間推移後の反応によっ

て，メーターの針は右にふりきれ，その時リセヅトポタ

ンを押すと，再び左にもどり，そのことが強化になると

いう設定の課題である｡）

Ｔａｂｌｅｌで示されるように，従来ヒトを用いた研究で

は，その条件によって直線的なパターンを主に示す

(Weiner,１９６４他)，スキャロヅプを示す（Matthewa

eノαＪ､，１９７７他)，スキャロヅプとプレイクーアンドーラン

を示す（Lowe,例α/､,１９７８他）等，様々な結果が報告

されている。そうした差異を生み出す変数は，現在のと

ころ，決定的なものを同定することはむずかしいが，先

にあげた特定の課題設定のほかに，被験者の類似課題に

対するヒストリー，側反応に要する努力〃などが，あげ

られよう。Matthewsら（1977）は，最近，スキャロヅ

プパターンの出現に関する条件として，言語的インスト

ラクションによらずに動物同様の接近強化法を用いる，

あるいは強化子提示において，弁別性の高い刺激，もし

くは方法を用いることの必要性などを特に強調してい

る。そして彼等の実験では，後者の条件について，Ｆ１

スケジュールに直接さらされる反応と，強化獲得のＭ完

了反応〃とを分離する方法によってiiI'|iたしている。

以下に述べる我々の実験でも，この点に着目し，強化

をもたらすレバー押し反応と，得点穫得のための帆完了

VOL７/ｖＥ疋汽

／~ヘコ
列

ノ

′

ノ

ノ
ノ

ノ

戯

笂驍

Ⅳ

７
わ

ＡＺＲＷ（7958ノ

Fig.１ヴィジラソス課題方式の装置

反応'′を分離した手続きを採Ⅱ]した。そして従来の実験

が大部分短時間しか行われなかったのに対し，我々は１

人の被験者に対し，lsessionの時間に関してもses‐

sion数に関しても，長時間行い，検討する形をとった。

方法

被験者：心理学専攻の学部学生（２年生)男女各３名

ずつ，計６名。強化のスケジュールについては詳しい講

義はまだ受けていない。ただし，一般教養課程で，基本

的な学習に関する講義は受けていると思われる。

実験者：大学院学生３名。実験者と被験者は初対面，

あるいは顔を知る程度の関係である。

装置：Fig.２に，被験者・実験者ならびに実験装置

の配置を示した。被験者は，研究室内の特設ブース（高

さ180ｃｍ，奥行１８ｃｍ，幅180ｃｍ）の中で椅子にすわ

り，教示に従って，反応を遂行する。被強化反応は，図

｢'1のレスポンス．レバーを垂直位攪から角度にして４５

度程度前へ倒すものである。このレバーへの反応に応じ

て，デジタル累積器（図中Counterと表記）中央部に

位IliP1する豆ランプが３秒間点燈する。点燈中に限り，フ

ットスイッチ（図１１１，RFT・ＳＷと表記）を手で押すこ

とにより，累積器の数が加算される。この数値が強化子
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るだけ多くランプを点燈するようにして下さい。次に

ランプ点燈時に，机の上のスイッチを押すことによ

り，カウンタの点数を獲得して下さい。尚，つけ加え

ますと，カウンタの点数はひとつ－点として，その点

激に依って最後に賞品を差しあげます｡」

ol0UH1U

iFFi
Z、

そして各被験者共に，初、に，ＣＲＦスケジュール下

で３０強化程を与え，Ｆ１スケジュールに入った。実験は

１日に１セッションとし，１セッションは50～70分間程

である。１～５セッションは全てＦ１６０’で行われ，６

～９セッションは，各被験者ごとに適当にバリューが変

化した。最終１０セッションでは，全て，ＦＩ６０Ｍと

EXＴ（消去）が１０分毎に交替された。

’'０，本実験でのＦ１スケジュールはバリューに拘ら

ず，６秒間の強化有効時間が設定されており，この６秒

間に反応のない場合には，強化を受けなくても，次のイ

ンターバルに自動的に推移するものであった。

各セッションの終了後に，被験者に対し，「何でもい

いですから，本日の実験の感想を１１１:いて下さい」との指

示が与えられ，用紙への記入が求められた。そして当日

の得点をそれまでの持ち得点に加算した累積得点の記入

されたカードが被験者に渡され，リミ験室から退出させら

れた．

結果

Ｆ１9.3Ａ～Fig.３ＦにＦ１強化スケジュール下におけ

るレバー押し反応の累積記録の一部を示した。記録の右

側に突出したものは強化子の提示を示したものである。

また，各記録の左側の数字はセッションを示し，６５'''

45'’襟で記された秒)数はＦ１スケジュールのバリューを

示す。

Fig.４Ａ～Fig.４Ｆには，６名の被験者のレバー押し

の平均反応率（１分111当り）と，強化ランプ点灯巾３秒

間の強化スイッチに対･する平均反応数（得点数）が示さ

れている。

レバー押し反応率ならびに強化（得点）反応数は，各

セッション中に示された，個々のバリューでの反応数を

バリュー毎に平均したものである（ここで被験者の性別

およびレバー押し反応と，強化（得点）反応とはスケー

ルの取り方が異なっている)。また平均率の算出にあた

っては，強化時間を除外した補正平均が求められた。

Ｔａｂｌｅ２ａ，２ｂには，各セッション後に被験者から

求めた記述報告の要点が記されている。

（１）強化スケジュール下でのレバー押し反応

【

Fig.２実験装置見取図概要

であり，豆ランプ点燈中の３秒間が強化時間である。被

験者の背面は１/４程の壁面と暗幕により外部と遮蔽され

ており，室内は，ディムランプによる照明のみで暗い。

実験中は電動換気装置が作動し外部からの音をほぼ遮蔽

する。

諸スケジュールの制御は磁気テープ記録型のＩＣをⅢ

いたコントローラーにより，また，記録は２台の累臓記

録器およびデジタル累積器によりなされた。

手続き：各被験者は個別に実験室に案内され，室内

の実験ブースに誘導される。この時，磁気を帯びる危険

性があるという理由を以って腕時計を含む金属性の持物

は実験者に預けられる。これは反応に際して，被験者に

時計を手掛りとして利用させないためである。

ブース内の椅子に着席した被験者に対して以下の教示

が，書式で与えられる。

「本日は実験に協力して下さってありがとうございま

す。これから実験の手続きを下に記します。よく読ん

で解らないことがありましたら，実験の始まる前に質

問して下さい。

さて本日の実験ですが，机の上を見て下さい。箱の

中にカウンタが見えるでしょう。このカウンタは机の

上のスイッチを押すことによって点数がｈがります。

あなたはスイッチを押して，できるだけたくさんの点

数を獲得するようにして下さい。但し，ランプの点燈

している間のみスイッチを押して下さい。ランプがつ

いていない間は，押しても点数は上がりません。ラン

プの点燈は，あなたの右側のレパーを前方に倒すこと

によってなされます。このレバーをiii方に倒して直ぐ

に戻して下さい。但し，実験に入ると，レバーを一回

押しただけではランプは点燈しません。

以上があなたのやらなければならない作業ですが，

もう一度くり返しますと，まず，レバーを押し，でき
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Table２（a）各セッション後，被験者により記述された報告（男性）

9６

ＮＡＧ ＳＩＭ ＵＥＯ

１．

２．「疲れた｡」「得点反応のコツがあ
る｡」

３．「レバーとランプの間は，さほど
関係ない｡」

４．「(レバーとランプの関係は）全
くわからない｡」

５．「レバー押しとの1%連において，
ランプのつき方が変わった｡」

６．「実験の途中で，ランプのつき方
が変わった｡」

７．「途中で，長い間，ランプが点灯
しなかった｡」「(詩吟の練習をし
ている時に)……帆城春にして草
ふたり"……で点灯する。いずれ
の回も同様であった｡」「吟には
一定のテンポがある。……故に
fixed-intervalでランプが点灯
するのである。……もしかする
と違うかもしれない｡」

８．「..…･前回は，Ｆ１であったと思
うが，今度は変わった｡」

９．「Reinforcenentは，忘れた頃に
やってくる」「レバーとランプの
関係がわからない｡」

10．『反応と疲労曲線』『反応数と心
的時間舩知』に関するグラフを
書く。

１．

２．「疲れた」

1.

2．「手が疲れた｡」「何に関する実験
か興味がある｡」

3．「よくわからなくなりました｡」3．「右うでが太くなった｡」

4．「ぼんやり考え事をしながらガチ
ャガチャ動かしていたら……」

5．「帰って寝ます｡」「手が|眠くて思
うように動かない｡」

6．「1000回を越えると，元気がで
た｡」

7．「時間の感覚がおかしくなって，
ずいぶんたったような気もする
し，今，始めたような気もする｡」

4．「ものすごく疲れました｡」

5．「疲れていたので，Countを増や
せませんでした｡」

6．「中学の柔道部の練習のようにき
つい。眠い｡」

7．「体調がよかったが，Countはふ
えなかった｡」

8．「いやけがさした｡」

9．

8．「後に人が立っているのではない
か，とてもこわい｡」

9．「このlIill随は昼寝にむいている｡」

10．「いつの'1Mにか，’''1くなる』 1０．

Fig.２～Fig.４を通じ，まず，被験者の男女差が特徴

的である。男性の場合は，きわめて反応率が高く（女性

に対し約10倍に近い)，またパターンも直線的である。

３名の男性被験者に共通にみられるこの傾向は，一部の

例外を除いては，セッションあるいはＦ１のバリューに

拘らず，各々一定の率を保っている。

これに対し，女性の方は，初期には，直線に近い波形

を示すが，セッションが進むに従って，強化|ILMの１１１ほど

で率が高まり，強化直前でまた下がる斜めｓ宇型のパタ

ーン，あるいは強化間で正の加速を示すスキャロヅプパ

ターン等を示し，最終的には，強化後の休止，そして，

それに続く－定率での反応一プレイクーアンドーランの

形状へと推移を示している。

６～９セッション中のバリューの変化に対して，反応

パターンでみると，ＳｕｂＫＯＩの第６セッション（Fig.

３参照）でみられるように，バリューを６０Ｍから120'’

に変化した際に，プレイク（強化後の休止）が長くなる

といったもの，あるいはＳｕｂＫＯＭの６セッション目

で同じく６０川から120Ｍへ移行した際にみられるブレ

イクーアンドーランだったものが，再び人きなスキャロッ

プもしくは不規則なパターンへ変化する（Fig.３参照）

等，一貫した変化はないが，｜'りらかの形の影響が散見さ

れる．しかしながら，オーバオールな反応率への影響と

いう点でみると（Fig.４１バリューの影響というより，

むしろ同一セッション内での時間的経過で，下降してい

く傾向がの方が大きいといえよう。

最終10セッション目で，Ｆｌ６０ｈ,とＥＸＴに交互にス

ケジュールを変化させた場合に対する対応は，男性の場

合ほとんど影響を受けずに高い反応率で直線的パターン

を続ける（たとえばＳｕｂＮＡＧ,Fig.３）のに対し，女

性の場合は，プレイクーアンドーランの形（ただし，プレ

イク部とラン部の各々の長さはＦＩ６０〃時に比して長く

なっている）を続ける（Sub・ＫＯＭ)。あるいは，一定

の間隔で波形を続けるといった変化がみられる（Sub

KOI)。また反応率に関しては，男性の場合，ＦＩ６０'’と

EXTを繰り返してゆく間に一貫したバリューとの対応

という形で変化はない。これに対し，女性の方では，ほ

ぼ一貫してＥＸＴｌＲｉは相対的に反応率が上昇する傾向を
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Table２（b）各セッション後被験者により記述された報併（女性）

９７

ＹＡＮ ＫＯＭＫＯＩ

｢最初は，反応数によってランプ
がつくのかと思って一生懸命に
押しましたが,途中,一定時間ご
とと，予めわかったので，（正し
いかどうかわからないが)，予想
するところにレバーl1l1Lをしま
した｡」

｢この実験の目的は……い最小努
力の原理〃なのかな」「最小の努
力で，なるべく多くの点をとる
となのでしょうか？」

１ 1．１

2．「……ある一定の時間になると，
ランプがつくようである。一定
時間が来た時，レバー押しさえ
すれば，いらぬレバー押しをし
ないが済むはずであろう｡」

3．「……前１１１は一定時間間隔毎に豆
ランプが点<のかと思ったが，
今回は，そのようではなかった
ようだ｡」

4．「……途中から疲れたので，ボタ
ン押し終了後から休承をとるこ
とにした。……休承の時間のと
りかたは，音楽のある曲目のあ
る部分までリズムをとって頭の
’１１でロづさ象その部分までくる
と，又，レバー押しを始める。ギ
リギリまで休んでもよいのだが，
やはりレバー押しからボタン押
しにとりかかる体制をとる｡」
「・体制をとる時間も含めて休む
時間を考え出した｡……」

5．「点数レバー押し＝？この？が
やたらと気になった｡」

2．「……だいたいどれ位の間隔でつ
くのか見当がつきました。頭の
，１１で数を数えて３０秒前後でつく
けれど時々,見当違いの時につく
と，盛んにレバーを押します｡」

3．「……真暗で，メーターの灯しか
見えないので，常にレバーを押
していないと不安だった｡」

２

３．F近気がつく間が，前よりも早く
感じられた。今回はたくさんう
てたように感じた｡」

4．「光と光の間の間隔が，大分短く
なったようである｡」

4．「……後半になると，手が思うよ
うに動かない.灯がついた時も，
反応が遅くなってしまう。」

5．「光の間が短くなり，負担が聯く
なったし，そろそろ時間だとい
うことがかんでわかりやすく
なりまた｡」

6．「時間間隔が，だんだん長くなっ
たのでguessするのが難しかっ
た｡」

5．「……頭の中で数を数えて，３５前
後で灯がつくが，何lIilか数を忘
れて，見落としてしまった｡」

6．「……途中から点灯する間隔が｣之
くなってわかりにくかった｡」

6．「300を過ぎた頃から，ランプ点
灯が，約１分間隔だったのに，
２分間隔になり，ついには３分間
隔位になったようだ｡」

7．「……点灯間隔が30秒～45秒（以
前は２分）位になったおかげで
眠気もふっとんだ｡」

7．「ある間隔が長時間続かず，わり
に変わるので，ずっとレバーを
押し続けなければならなかっ
た｡」

7．「途中で点灯の間隔が長くなった
ように思えたが，しばらくして
また短くなったのでよくわから
なかった｡」

8．「……一定の間隔ではないように
思える｡」

８．「･･…･点灯一度もなし。ハトとは
違うから，レバー押しの消去な
んてなかなか，その手には応じ
られない｡」

９．「15～２０ｍｉｎのlonginterval
であったのだろう。longinter‐
Valは決して腕の休承には，なら
ない｡」

1０．

８
９

｢……だいたい一定1Ｗごとにくる
ように見えたので，くるちょっ
と前くらいからレバー押ししま
した｡」

｢……光と光の間隔が異常に長い
のがあって疲れました。その後
数回は，予想がつきましたけれ
ど……｡」

9．「……間隔が，よくわからない｡」

10．「……間隔が不規則のように思え
た｡」

10

の上では，あまりみられない。ただし，女性が初期を除

いてほぼコンスタントな反応率を示しているのに対し，

男性の場合にはＳｕｂＮＡＧにみられるようなレパー押

し反応率と机関した形で，反応率が変化しているような

場合がみられる。

みることができる。

（２）強化（得点）反応

強化ランプ点灯中３秒間に反応した強化（得点）反応

数（Fig.４中の凧丸で表わされる）をみると，これはレ

バー押し反応でみられたような男女差は，絶対的反応率
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（３）各セッション後の感想

Table２－Ａには，男性の被験者３名の報告を記した

が，ＳｕｂＮＡＧではレバー押しと強化ランプの間の関

係がいくつか見られ，特にセッション７では，fixed‐

interavlであるという記述もみられる．しかし，他の

２名では，強化スケジュールに関する記述は一切みられ

第２０号１９８０

ない．

Ｔａｂｌｅ２－Ｂの，女性の被験者３名の報告では，第１

あるいは第２セッション目から，一定時間に強化される
という記述があり，各々そのようなタイミングでレバー

押しをするというような方略が記されている。

臼．

SしＢ、

ＢAOM￥

ｒ１

Ｌ｣

４

Ｆｉｇ５ＦＩに関連した記述報告がなされているセッションの累積記録
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たのに対し，女性では，比較的すみやかな反応率の低下

を生み出し，このことは結果として，女性のみが，反応

休止をともなう低率でも強化されることになり，先に述

べた実験目的に対する解釈，あるいは，随伴性に対する

感受性の差をも生じ，セッションがすすむにつれ，男女

の差を拡げていったと解釈することもできよう。

次に各種反応パターンの推移と，セッション後報告と

の対応について触れて満く゜時ｌｌＩ１間隔に関する記述が最

初にあらわれた時のセッション巾のレバー押し反応のパ

ターンを見ると，sub・ＹＡＮ（９）の場合には，直線に近

い波形から後期には，プレイクーアンドーランの形が生じ

ている（セッション１：Ｔａｂ２－ＢとFig.５参照)。ま

たsub・ＫＯＩ（９）の場合も，帆斜めＳ字形〃と混合した

形であるが，スキャロップとプレイクーアンドーランがあ

らわれている（セッション２；Tab,２－ＢとFig.５)。

しかしＳｕｂＫＯＭ（９）の場合には，セッション２で

Ｆ１に関連した報告をしてはいるが，反応パターンは，

咽斜めｓ字形'′が大部分であり，プレイクーアンドーラン

の形が生じるのはセッション４以降である（Ｔａｂ２－Ｂ

とFig.５)。男性で唯一Ｆ１に関する記述をしている

ＳｕｂＮＡＧに関しては，パターンとは何の関連も持た

ない。Lippman（1967)，あるいはLeanderら（1928）

は，Ｆ１スケジョールと推定言語化された場合には，ス

キャロップあるいは低率の反応に変化すると報告してい

るが，我々の実験では，そのような一定の結果は示され

ていない。

言語的報告と，反応パターンとの相互作用に関して

は，行動と意識性の関連の問題を，その背後に含んでい

ると考えることもできるが，今回の結果から見る限り，

女性の被験者において，レバー押し反応の推移とスケジ

ュールに対する意識性は，ほぼ同時期，もしくは，レバ

ー押し反応の方が，遅れる場合もあると推測する以上の

ことは指摘することはできない。

現在，意識性と行動について，強化スケジュールを通

じて追求する目的で，我々は，百語報告のみによらず，

爽験遂行中にレバー押し反応と同時に被験者の剛確信

度〃をアナログ式に示す装置を製作，実験中である事を

付泥しておく。

考察

Ｌｏｗｅら（1978）の実験では，冒頭のＴａｂｌｅｌで示

したように，完了反応と強化の機会を検出する観察反応

を分離した条件のもとで検討がなされている。その事実

上Ｆ１スケジュールにさらされる観察反応は，反応によ

って直接ディジィタルクロックが見られる条件ではスキ

ャロヅプを示すが，我々の実験に近い設定である反応に

よって強化獲得の機会（availability）がパネルの色の変

化としてあらわれるパイナリイクロヅク条件ではブレイ

クーアンドーランのみを示すと報告している。また我々と

ほぼ同じ手続きで行ったMatthewsら(1977)の実験で

は，Ｆ－Ｉスケジュールに入った初期には，どの被験者も

比較的高い反応率を示しているが，最終的には，部分

的にスキャロップ等のパターンを経て，強化後一定時間

の休止にともなう極めて低い反応率におちついている。

我々の実験では結果の項で述べたように，女性の被験

者では，ほぼMatthewsらの結果と同等のパターンの

推移を示したが，男性の被験者では，同じ条件下であっ

ても，一貫して一定の高い反応率を示した。

男女間の差については，セッション後の報告の巾にみ

られる女性被験者（Sub・ＹＡＮ）の「この実験の目的は，

よくわからないけれども帆最小努力の原理〃なのかな…

…」に代表されるような，実験Ⅱ的に関する解釈，ある

いは反応と強化の随伴性について，男性が，一部を除い

ては，ほとんど，報告していないのに対し，女性は３名

とも初期のセッションで報告している，等の点に関して

も見出すことができる（Table２参照)。

反応率あるいはパターンに加え上に記したような差

が，本来的に性差によって生じたものなのかは，被験者

数も少ないことから，はっきりとした結論を下すことは

できないが，１つ考えられる解釈として，Azrin（1958)，

あるいはMatthews＆Ｓｉｍoff（1974）が指適している

キイの璽さ，あるいは反応のコストに代表される反応努

力が，男女面で異っていたのではないかということがあ

げられる。当実験では，オペランダムに，比較的重いレ

バーを用いているが，この重さが，男'性には，たいした

負担にはならないが，女性には実質的に､ハコスト'′とな

るような高努力を要するものであったという可能性があ

るわけである。また強化（得点）反応のスイッチも，本

来足踏式のものを，手でしかもできるだけ多く反応する

設定であり，これは，女性に対し，机対的に商負担であ

ったと考えられる。このような111違が，男性のセッショ

ンの冒頭から最後まで持続する商反応率維持を可能にし
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